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   1) Ninety-nine cases of Urogenital trauma, in our department of Urology 
for 27 years form 1929 to 1955, were statistically investigated. 
   2) Of all outpatients of 9940 for 27 years, the trauma was 99 cases 
(about  1.00). 
   3) Observing from the injuryed organ,  46.7% in urethra was the highest 
rate in frequency, then  14.4V:, in testis and epididymis, and  11.1V in kidney. 
   4) An interrelation was observed between the injuryed organ and the 
region which was directly received the external force, and the latter was 

































1)泌 尿 生 殖 器 外 傷 ¢)頻度 .
大 体 ど の 程 度 の 頻 度 で 発 生 す る か,勿 論 外 傷
と 云 う も の は 特 殊 な 状 況 で 発 生 す る場 合 が 多 い
松浦,関,大塚一泌尿器外傷に対する小統計
から一 概 に断 定 し難 いが,1946年・Robinson
の集計によると兵姑 病院 に収容 され た戦傷患 者
中約2%と されMarschall(1946)は0.67%
に過ぎず とし,一 方本 邦東 大泌尿器科教室15年
間集計(1931年～1940年)による と34,035名中
166例,0.48%である.吾 が教室 に於 いては1929
年～1955年,27年間 に於 ける集計9,940名申99
例約1%内 外 である.詳 わ し くは表 に示す 内容
である(表2).大 体 に於 いて特殊 な場 合を除
いてほぼ1%以 下 の発 生 率 と考 え られ る.本
邦重工業地帯 としての 川 崎 浅 野 病 院 の3年 間
(1937年～1939年)の集計報告 では外傷15,194
67
例 中,内 臓損傷27例(腸管及 び腸間膜破裂15,




要す るに一般疾病 に対す る泌 尿生 殖器 外傷
の頻度 は微 々たる もので あるが,内 臓損傷程
度 の重症外傷に対す る頻度 は上記 の如 く可成 り
の発生頻度 である.教 室 に於け る発生頻 度は表
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年 次 一 一 炉
＼
以上の表及びグラフから観るに





































99例中男子96例,97%で 圧 倒 的に男 子に 多
い.諸 般 の事情か ら女子 に頻度 の小 さいのは当


















































1～10才 0 0 4 4
11～20才 4 0 9 13
21～30才 7 5 8 20
31～40才 6 5 14 25
41～50才 1 0 11 12
51～60才 3 3 8 14
61～70才 2 0 3 5
71才～ 1 1 1 3
不 明 3 3








土木建築 1 23 6
鉱 員 0 O 3 3
工 員 0 1 2 3
電信電話
作i業者 2 2 0 4
3 5 8 16
幽
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と云 う事 もやは り地域的特質


































肇綴 藷 交騰 働 してゆくだろう
表8
5)原 因別.(表8,グ ラフ3)
加つた外傷 を圧迫,打 撲,切 傷,骨折,櫟 傷
術後と6項 に分 けてみ ると打撲,圧 迫 と云 う比








































































































































陰 茎 31 2 3 8
そ の 他 1 0 0 1







膀 胱 損 傷
尿 道 炎
陰 茎 損 傷
副 睾 丸 炎



















10に一括 して下記の如 く記載する.本表に依 り




















































































































































































































































































































































あるので一股外 傷に比 して低率で ある.泌 尿生
殖器外傷の頻発 するは,銃 創,爆 創等 の戦傷に
於いて最 も著 明である.従 来 の交献を検 索す る
に,欧 米,本 邦 を聞わず単一外傷 を除 いて,綜
合的検索を してあるのはその殆 ん どが戦傷 を対
象として居 る様 であ る.'41年広 瀬が集 計せ る
支那事変に於 ける泌尿生殖 器外傷501例にっい
てみると,腎 損傷33例,尿 管2例,膀 膀 尿道46
例,尿 道168例,陰茎79例,陰 嚢105例,睾丸58
例,精 系6例,精 嚢1例,膀 胱尿道不 明3例 と
なって居 る.此 の中全治 せ るもの187例,障碍
を残して治癒せ るもの128例,死亡35例,治 療
中のもの108例,其 の他44例となつ て居 る.以
上の中膀胱 損傷 の予後最 も悪 く46例中死亡17例
を算す 腎 損傷 の予後 も又不 良で あっ たがやは
り位置的関係か ら合 併症 多 く,即 ち腸管損傷12
例,骨盤骨所19例と記載 してあ る.Kimbrough








何れによるも尿管の損傷 は稀れ な様 である.
やは り外陰,会 陰部 に最 も多 く次いで膀胱,尿
道,腎 と云 う頻 度で ある.
泌尿生殖 器外 傷は一般 外傷特 に腹部 臓器外傷
k対 して どの程度 の発生頻度 を有す るものか.
'i42年東の発表 によると39例 の腹部損傷 中腎破
裂4例,膀 胱破裂1例,膀 胱刺創3例,約20,5
%程 度 となつ て居 る.こ れは緒言 の項 で述べ た
本部 川崎浅野病院 の27例中8例29.696とほぼ近
い比率である.一 般泌尿 器科 患者 に対 す る比率
は極わ めて徴 々た るものであ るが,一 般外 傷特
に腹部 内臓損傷 に対す る比率は可成 り重要視 せ
らるべ きでは なか ろ うか と考 える.吾 女の集計
せる所では,次 第 に泌尿 器科 外傷 の実数 は増 加
の傾 向にある.特 に戦 後 急 カーブを以 つて,
149年頃 より増 加の一 途 を辿 つて居 る様 であ る.
第1表 に認 め るカ■一ブの如 くJ3～4年 に1度










1)'29年か ら ノ55年末に到 る27年間に本学泌








5)職 業 的には農業,筋 肉労動者とやは り外
傷 に曝 され る機会の多い職業 に多 く認 め られ
た.
6)特 に交通 外傷 としては 自転車,自 動車等
が認 められ る.
7)原 因的には,打 撲,圧迫,切創等が多 く,
骨折 とか櫟傷 は比較的僅 少で あった.
8)直 接外力 の加つた部位 としては外陰,会
陰部が最 も多 く次いで側腹部 であつた.
9)損 傷臓器 と直接外力の加わつた部 位には
それ ぞれ一連 の関連性を認 めた.
10)損 傷臓器 の内 容 は尿 道46.7%と最 も高
率,次 いで睾丸副畢並の14.40/o,腎損傷11.1%
で あつた.
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膀胱 内 を、 カラー
フ4ルムで下 図 の
通 りハ,キ 塑撮影
で きますy
